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【新技術の概要】

マンガンペルオキシダーゼは、リグニンや

様々な難分解性物質（芳香族化合物やハロゲン

化有機化合物、染料など）が処理できることか

ら、木質バイオマスの利活用や環境浄化への適

用が期待されている。この酵素は比較的温和な

条件下（常温・常圧）で反応する特徴を持って

おり、従来の方法に比べて環境負荷の低減が見

込める。しかし、工業的な生産法が確立されて

いないため非常に高価となっており、この酵素

を原料とした環境浄化用製剤はこれまでに製造

されていない。そこで本研究では、廃水処理な

どで繰り返し利用できるマンガンペルオキシダ

ーゼ固定化製剤の開発を行った。試作した製剤

は、少なくとも５回繰り返して染料溶液の脱色

が可能であった。 

【従来技術・競合技術との比較】 

本製剤は、凝集剤を用いた方法とは異なり、

廃水に含まれている有害物質を直接処理するこ

とできる。また、常温・常圧下で処理できるこ

とから、焼却処理などに比べて環境負荷を低減

することが可能となる。

本製剤の実用化のためには、実廃水を用いた更な

る検討を行うことが重要である。そこで、サンプル

ワーク等の共同研究をしていただける企業を探し

ている。
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【想定される技術移転】

１.環境浄化関連企業

ダイオキシン類など難分解性有害物質の分解、

汚染された土壌・地下水の浄化や染色工場等の排

水処理に期待できる。

２.バイオマス関連企業

木質バイオマス由来バイオエタノール製造へ

の新規な技術として期待できる。

３.課題

広範な適応には大量生産が欠かせなく、H23 年

度 A-Step 探索(２)の採択にて課題解決中である。
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染料溶液 2 min 5 min 10 min

染料溶液（A. Blue 129）の脱色

連続的脱色（５回繰り返し）

染料溶液 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目


